
CO₂削減量の買い手としての「おびしん・どさんCO
こ

₂ファンド」の創設 
 

資料① 

 
 （例）売り手の削減量 100トンを「どさんＣＯ2・クレジット・ポート」と「おびしん・どさんＣＯ2ファンド」で各 50％購入した場合 
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・帯広信用金庫が創設 

・十勝の中小企業等のＣＯ2削減量を買取 
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